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研究成果の概要（和文）： 

本研究では，高等学校の家庭科における生活設計教育のあり方を検討するため，高校生の生

活資源管理意識調査を行った。その結果，高校生の意識として，現在の生活においては，特定

の資源（金銭など）についての充足度が低いという意識はなかったことや，「金銭」以外の資

源を大切にしたいという傾向も見られたことがわかった。それらを踏まえ，高等学校において，

‘総合的な生活資源管理の重要性’を意識させる生活設計教育が必要であることを提案でき

た。 

 

研究成果の概要（英文）： 

 The purpose of this study is to examine the way of life planning education in high school, 

focused the living resources.  As a result of investigation, the students does not have 

biased image for economic resources. 

It is important to consider with the total living resource management as life planning 

education in high school. 
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ンと同義的な内容で，経済的生活資源に偏
ったプログラムが組まれているものがほと
んどである。その背景には，多重債務によ
る自己破産者の増加などを背景に経済的資
源が最重要視されるべき資源となっている
現状がある。 

翻って高等学校における生活設計教育の
現状を概観すると，人生すごろくなどの教
材をはじめ，自己の生き方自体を考えさせ
る内容で進められてきたものの，そこでは
金銭管理に偏重した教育が行われているこ
とも否めない。無論，金融教育の必要性が
ますます叫ばれる現在において，経済的資
源管理の重要性を理解される生活設計教育
が必須であることは明確であり，現在では
幼児期からの金銭教育の重要性も論じられ
ている。 

しかし，生活におけるリスクが多岐にわ
たり，またその発生に際するダメージも大
きくなる社会変化の中では，それ以外の資
源―例えば人的資源としての資格獲得など
の個人の能力や，対人的資源としての家
族・友人など人間関係形成力―等に関する
管理・経営の重要性を認識することは，将
来を設計する際には至極重要なことである。
ただし，それを考える際，生徒の生活実態
や意識と乖離した理想論的な生活設計教育
を提示しても，全く意味がない。そのため，
本研究では高校生を対象に，生活資源管理
意識に関する調査を行い，それを基に，生
徒の生活に必要な生活設計教育を提示して
いくものである。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は，前述のとおり，経済的資
源のみに頼らない生活資源教育の充実・発
展を目指すものであり，高等学校家庭科に
おける生活設計教育の検討を進めた。 

具体的には研究期間内に，下記の目的を
明らかにすることで研究を進めた。 
 
（１）高校生の生活資源管理の現状を明ら
かにする。 

高校生が受けている生活設計教育におけ
る生活資源管理の内容について概観する。 

上記と並行して，配票調査を行い，その
集計結果から，高校生の資源の配分状況お
よび資源管理意識を明らかにする。 
 
（２）結果を分析・検討し，学校教育（家
庭科教育）への提言を行う。 

上記（１）で得られた結果を基に，高等
学校家庭科教育における生活設計教育に必
要な視座・視点，具体的な内容を検討し，
提案する。 

その提案に基づき，トータルな生活資源
管理の視点からの生活設計教育を提言する。 

対象を高等学校の生徒に計画した理由と
して，この時期は生活設計を考える上で非
常に重要な機会と考えられるからである。
高等学校の生徒は，進学あるいは就職にあ
たり自身の生活設計が要求される。その時
期における生活設計教育とは現実的，実践
的な内容が重要であると考えられるのであ
り，現在，キャリア教育として生活設計教
育を位置づけているところもあるが，本研
究では生活設計が教科の学習内容に含まれ
ている家庭科教育からその教育をみていく
こととした。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究は，下記の方法で実施した。 

 
（１）本研究の枠組みの再確認および調査
票の作成。 
本研究で扱う‘生活資源’として，経済

的資源・空間的資源・時間的資源・人的資
源・対人的資源の５つの分類を用いて検討
を進めている。 
調査項目は具体的には経済的資源として

小遣い等の「金銭」と，モノとしての「財」，
空間的資源として個人部屋等の「静的空間」
と「活動空間」，時間的資源として「学業
時間」「自由時間」，人的資源として「学
力」「生活能力」，対人的資源として「家
族関係」「友人関係」などをはじめとして，
各資源に５つ程度の事項をあげ，それらに
対して，①管理する資源の現状と，②資源
管理意識，についての回答を求めた。 
 
（２）調査票の配布・回収。 
本研究では，応募者の勤務する金沢市内

の高等学校に協力を依頼し，高等学校の生
徒を対象に 質問紙調査を実施した。 
 
（３）調査結果の集計・分析・公表 
 調査で得られた結果を基に，高等学校教
育における生活設計教育に必要な視座・視
点を取り入れた，具体的な授業および授業
に組み込める題材を検討する。なお，本研
究の成果は社会に還元することが肝要であ
るため，学会報告などにより，公表の場を
設けることを心掛けた。 
 
 
４．研究成果 
 
高校家庭科における生活設計教育の現状

を確認するとともに，高校生の生活資源管
理の現状を調査した。調査項目は経済的資



 

 

源として小遣い等の「金銭」と，モノとし
ての「財」，空間的資源として個人部屋等
の「静的空間」と「活動空間」，時間的資
源として「学業時間」「自由時間」，人的
資源として「学力」「生活能力」，対人的
資源として「家族関係」「友人関係」など
をはじめとして，各資源に５つ程度の事項
をあげた。具体的には，経済的資源；小遣
い・携帯電話や iPod など身の回りの機器・
雑貨，空間的資源；家の広さ・家庭内での
自分の居場所・自宅外での活動場所，時間
的資源；睡眠時間・勉強時間・趣味や自由
な時間，人的資源；健康・いろいろな情報
を集める力・自立して生活する技術や能力，
対人的資源；家族のコミュニケーション・
友人との付き合い・地域の人との付き合い，
の項目であり，それらに対して，①管理す
る資源の現状と，②資源管理意識，につい
ての回答を求める質問紙票を作成したもの
である。 

その調査票を用いて高校生を対象に調査
を実施し，生活資源意識の確認を中心とし
て高校生の生活資源管理の現状を明らかに
した。2010 年 1 月に金沢市内の高校生 257
名（男子生徒 157 名・女子生徒 100 名）か
らの回答を分析した結果，次のような点が
明らかとなった。 
 
（１）高校生が管理する生活資源の現状に
ついて 

 
① 各資源の充足度について 

各資源についてどの程度充足しているか
を聞いたところ，高校生の生活資源意識と
して，現在の生活においては，特定の資源
（金銭など）についての充足度が低いとい
う意識はなかったこと，また，人間関係や
時間など，「金銭」以外の資源を大切にし
たいという傾向も見られたことがわかった。 
 特に，時間的資源の不足を感じているもの
が多かった。 
 なお，５つの資源を詳細に説明すると，
下記のようである。 

＜経済的資源＞ 
小遣いは「足りている」（十分足りて

いる+まあ足りている）とする者が半数であ
る。ただし，身の回りの電子機器について
は，８割が足りている（十分足りている＋
まあ足りている）と答えている。 
＜空間的資源＞ 
空間的資源は足りている（十分足りてい

る＋まあ足りている）と答える割合が多い。 
＜時間的資源＞ 
とくに睡眠時間や勉強時間は「足りない」

と答える割合が多い。 
＜人的資源＞ 

人的資源として，自立して生活する能力
に関して「足りている」と答える者は４割
にも満たない。 
＜対人的資源＞ 
対人的資源の中で家族や友人とのコミュニ
ケーションはとれているが，地域とのコミ
ュニケーションは足りないとする者が多い。 
 
② 経済的資源管理の具体的内容について 
 上述の経済的資源管理の現状について，

詳細に見たところ，下記のような実態が確
認された（図１）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図１；経済的資源の現状の詳細 

 
 
（２）高校生の資源管理意識について 
 
① 現在重視している資源について 
今の自分にとって大事なのは何か，とい

う問いには，「限られた時間を有効に使う
こと」とする割合が多かった。また，「個
人の能力を伸ばすこと」「健康でいること」
「家族を大切にすること」「いざという時
頼れる人間関係を持つこと」等，人的資源，
対人的資源が大事とする割合も高いことが
明らかとなった（図２）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２：今の自分にとって大事なもの 
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② 将来必要と思う資源について。 

将来の自分にとって大事なのは何か。と
いう問いに対しては，将来は「お金がある
こと」を一番大事と考える者が３割弱あっ
たと同時に，一方で， 「健康でいること」
「家族を大切にすること」「いざという時
頼れる人間関係を持つこと」といった人的
資源，対人的資源が大事であるとする割合
も高かった（図３）。 

 
 
本研究は，経済的資源のみに頼らない生 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図３；将来の自分にとって大事だと思うもの 

 
③ キーワードから見た資源管理意識 
「一番ほしいものは何か」という自由記述
の問いに関しては，「お金」25％，「時間」
24％（重複あり）の回答が得られた。 
 
④ 将来に対する生活設計意識 
 自身の将来についてどの程度考えている
のかを聞いたところ，高校卒業後の進路ま
でなんとなく考えていると答える割合が最
も高かった（表１）。 
 
表１；将来のことをどの程度考えていますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
（３）考察結果 

これらの結果から，高校生の生活資源管
理の現状としては，経済的資源についての
充足度が低いという意識はなかったが，
‘今’最も課題と感じているのは，時間的
資源の管理についてであることがわかった。   

また，‘将来’は「お金がたくさんある
こと」を最も大事と考えているが，同時に，

「健康でいること」「家族を大切にするこ
と」「いざという時頼れる人間関係を持つ
こと」など「金銭」以外の資源を大切にし
たいという傾向も見られたこと，すなわち，
人的資源・対人的資源を‘今も将来も’大
事にしたいという傾向がみられることも明
らかとなった。 
さらに，現在および将来に必要な資源と

して「お金」を挙げる者が多いが，経済的
資源の現状を調査した結果，身の回りの電
子機器等は 8割が足りている（まあ足りて
いる）とする結果から，漠然と「お金は大
事」というだけでなく，他の資源の中での
価値の確認が重要であることが指摘できる
ことも挙げられた。 
それらを踏まえて，高校生の生活設計教

育として，短期的には時間的資源設計が重
要であることが提案された。また，短期的・
中期的・長期的には人的・対人的資源設計
の視点が必要であることも指摘できた。さ
らには，中・長期的には収入の獲得を中心
にした経済的資源設計の重要性を強調すべ
きことが提案された。 
さらに，金銭教育に偏重しない，総合的

な生活資源管理能力育成の視座・視点を強
調した高校生の生活設計教育を求めていく
ことの必要性も示唆された。 
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